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1　目

　本研究はV保育技術に関する研究の｝環としておこな

われた。玩具の特性カヤ子どものグルーブ梅成一集団

のまとまり、∵メソバ 一の人間関係｝にどのような影響

を与え気いくかを、実験的条件のなかで微視的に観察す

的

る。その結果か！ら㌔ 』保育のなかで子どもの集団関係を発

展させるために、、 玩具．を積極的に活用する基礎資料をう

ることを目的として ヤ・為。

レ

狂 ．方

　　　　’　・』

（1） 手続き』

1）　無差別に年長児5名づっを玲組編成する。

2）　各編成組ごとに．《ボール》b《綱》い《床上積木》、 1

《玩具なし》と玩具を変えて4回の実験をおこなう。集

団の慣れを避けるために、・継続して施行することは避け

る。

　3）・5名の被験児を保育室に入室させ、・各人に①～⑤

の番号札を肩につける。・これは記録上の必要からの番号

であり、たとえばNq．1の組①の子は、く玩具を変え た．4

回を通して①とする。

　4）　子どもたちが番号札を気琴している時間（初回．5

分、2回目から3分）を待ち、玩具を出して、rさ為、

みルなで好きタホう鴨遊ぴまレタ う」 と教示する610分

問あそ嫉せう◇ 玲分経過のあと・「今日はこれでおしまい

ですすまた・｛あとで遊びましよ与」ζ打切る。　

’（21 実験材料とその遷択、

　《ボール》 そども用サ累ウ［ボール3個。

　　．　姻構騨騨的鰍を与える砂装
　　　　　　てポールをとりあげる。5名に3個とじ

　　　　　 、たのは、流動的効果を考慮したものであ

　　　　　　る。
　《　綱　》　ビ」一ル掩いの洗濯紐を5mに切ったも

　　　　　　の一本。』

　　　　　、、集団構成に連鎖的刺激を与えるものとし

　　　　　．て遷択した。』

　《床上積木》　フレーベル床上積木一箱。

　　　　　　集団構成に結合的刺激奪与えるものとし

　　　　　　てこれを選ぶ。

　　r法　　　 、』・
㌧一1 』1・、 ∴ 一　‘

．《玩具なし》． 濁照条件とレてs、また、集団構成を分

　　　　　 1、散させやすい．ものζして・何も玩具を与

　　　　　．えないで避曜せる場面牢つくっ左す．．

　（β）ひ観察雛録∵…　醇拭」’r』、

　観察者は2多で、観察考亀は①の子の行動を追って緯

獅録すも 批鯵子樋レて・ 課脚ことなる暢
面での集団．ζの関俸の蒙化をみ、 それぞれΦ課題の幣殊

性をみようとすうものである。

　観察者bは、集団糞成の変化を主腹・として全体あ状況

を瞬察す幣黛実験開始時よヤ釦秒経過ごとに、1分、2

分∵・…1Q分まで、その時点忙おける各メソバー①～⑤の

位置と玩具の関係を図示していく。．

　（4）被験児

第葉表　被験　児　　、　大文字一男　小文字r女
　　　　　　　　　　　　　　　・印個人観察
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月本総合愛育研究．所組要．一

　都内丁保育所年畏組25名。 延人員50名。なお、予備実

馨赫喫讐と匹鞭を愚・勉で、

　（5）実験易所、日時

第昏集

　丁保育所の保育室（9坪）を用い、机、椅子その他遊

具題碧r抑、他睾さ移動して宰験条件をととのえた。

・実験の自時は、・1968年4莞’ん 9月である。

皿　結

　L　グループの形態

　1）あそびの形態からの考察

　まず、各メソバーの60秒ごとの記録から、ひとりひと

・りの子忙ついてぎ「傍観している」Tひとりあそび」　「ふ

ざけ他」1（ふざける1おFし冷ぺり、 1けんが、 手をつない

であるく、かけまわるなど）互》・の交流はあるが積極的

な遊びといえないもの、そして「平行あそび」「協同あ

そび」 の五つの形態に分類してみた。ひとりの子につい

て、一つの実験場面で、10回の行動がチエックされるこ

とになる。さらに、これを西っの課題別（玩具別）に、

奪易∋蜘紐期ずる・そ鴫果修ま第臨第・図
めようになる』。・なお、《ボ属ル》の実数が400なのは、

実験当日欠席の争があり実験不能のグルーブ2組ができ

たためである。《綱》は、実験途中で怪我をして 6分間
潭儲弾あ 国網姻縁ら応るよ：
　’とこそ明らふなのは』まず1像ん危り他の子めあそび

灘めているr傍観」の齢賦《嚇》カζ’もっと紗

夢2表ヅ南そびの形態 カツ甲内％

ミl　r L　i 、墜．し孤醜ざけ1劃嗣
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　肇r立皿鰯 回…躍

なく（3％）、つぎに《玩具なし》（6％）、《綱》（8
％）、 《ポール》（12％）の順になっている。また、ひ

とりで遊んでいる「孤立」は、《積木》が18％、《ボー

ル》が12％で～《玩具なし》は4％ 1と少なくな．り、

《綱》のばあいはさらに少なく2’％である。つぎに「ふ

ざけ他」についてみると・’《玩具なし》がとくに多く35

％、《ボール》23％、《綱》22％であり、《積木》は≦

それちの半分以下の10％である。 「平行あそび」につい

てみるとも《ボール》の33％が目立っており、他は似た

傾向で、《積木》16％、《玩具なし》14％、《綱》13％

になっている。互いに協力してあそぶあそび「協同あそ

び〕は、《綱》55％、《積木》53％とそれぞれ半ぱ以上

を占めているのに対し、《玩具なし》41％、 《ボール》

21％とな6ている。

　こうしてみると、遊びがもっとも望ましい形に発展し

ているのが《積木》であり、r傍観」や「ふざけっこ」

など遊んでいないものをみると113％・にすぎない。この

r傍観」とrふざけっこ」をあわせたものをみる払．他

の玩具は、《稜木》の2倍以上で、《綱》30％、、《ボー

ル》35％、《玩具なし》41鬼となっ之いる。 やはり《玩

具なし》が遊びのまとま1りが｝番悪くな：っている。！

’2）・グールプ構成入数

　’ r協同あそびjだけをとらあげ1その構成人数をみる

と・ 第3表に示すようえなる。グ」ルブの梅成人数ぞ

は・《ボール》が特鐡的そ2人の亭りとりが圧倒的比多

い。《綱》は4人グルーブ、5人グループが多・く 、連鎖

的に子どもをつないでいく特性がでている。：《積木》

第膿繭あそびの轍繊』、 1　（％）
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星他 ；子どもの集団構成におよ鐸す玩具の役割

鯨、 2人、3人のグルーブでの協同が多い54人グル［

ブがとくに少ないのが目立っ6っま弘2㌣3人グルー

．ブに分かれるか、全員でまとまるかになり、、ひ≧りだけ

除けものにして協同あそびするこζが少ないといえる。

《玩具なし》1ま、2人～5人グループに分散してレ）て、

他の課題とかな りちがった傾向を示している。

　2．　グループの変動

　グルーブ構成の動きを時間的経過からさぐってみる。

個人の行動観察から、10分間に一番長い時間継続して遊

んでいた状態をとりあげ、10紹の平均継続時間（最長継

続時間の平均〉を算出すると、

　　　《ボrル》　《綱》　《床上穣木》《玩具なし》

平均時間2分15秒　3分35秒　5分48秒』　2分30秒

指 ．数　90　442、　232　 、100・

となる。下段の数字は、《玩、具なし》の継続時間を100

としての指数である。《ボール》が一番継続時間が短か

．く、っぎに《玩具なし》《綱》の順に時間が延び、《積

木》がもっとも継続時間がながい。《ボール》や《玩具

なし》に比較して《積木》は2倍以上である。この継続

時間からグループの変動をみて、もっともグル㌘プに変

動の少ないものが《積木》であり、《綱》も比較的変動

が少ないといえる。《ボール》は変動が激しく《玩具な

し》よりもグノレープ持続が短かい。

　3。 グループの形成過程

　1）友だちへの働らきかけ

子どもたちが集団を構成していく過程として、そのき

っかけとなる相手への働らきかけを検討する。 個人の行

動観察によって記録された友だちへの働らきかけをみる

と第4表｛第5表のようになる。 第4 表は、ト表の繁雑を

をさけるため“課題別を省略して、各課題の合計の働ら

きかけを個人別にみたものである。第5表は・ 個々の子

第4衷 友だちへの働らきかけ（回数）r…　’

第5衷　友だちへの働らきかけ（課題別）　カッヌ内％

1《東一ノレ》1《綱》卜《積木》1《なし》

　　　　　　85　　　　　　　82　　　　　　　92　　　　　　10L
相手一人　　（87．6）　　（70．8）　　（76，6）　　（6乳4）

　　　　　　L2　　　　　　34　　　　　　31　　　　　　49
二人以上　　（L2．4）　　（2g．2）　　（23．3）　　（32．6）

　　　　　97　　　　　　　互16　　　　　　　L23　　　　　　150
計（皇QO．0）（産OO，O）（LOO．O）・（100、O）

被験児名

K．H．

K．1．

1｛．O．
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』K．M．
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M，M，

k．i．

平　　均

相手ひとり

28

56

28

42

6
53

4皇

2皇

33

52

36．0

2人以上

18

16

16

i8

2
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6
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L2．4

計

46

721

44

60

　8

63

47

39

45

ド60

48．4

どもの働らぎかけを合計して・課潭別に棄わしたもので

ある。

　第4表でみるように・全課題のあそび中（10分×4）

子どもたちは、平均48．4回、1分間1回以上友だちに働

らきかけをしてぴる。そのうち、ひとりの子への働らき

かけが平均36．0回、2人以上の子への働らきかけが平均

12』4回である。個人への働らきかけとグルーブペの働ら

きかけは、3＝1の割になるよ個々の子どもについてみ

ると、働ら きかけの回数には相当の開きがあり個人差が

大きい。T．N．やk．i．は60回以上であるのにy，lh，は

8回の働らきかけしかしていない。また、働らきかけの

相手がひとりか多ぜ魁かの割合もちがっている。戦O，
　　し（喪α8組）は、　この割合が豚ぼ同じになっているが』

K．M．やk』』i．は、相手ひとりに働きかける方が7倍と

飛躍的に多く、その開きをみせている。

　第5表により、友だちへの働らきかけを課題別にみて

みると、 もっとも多いのが、《玩具なし》150回fむら

とも少ないのが《ボール》97回で、《ボール》は《玩具

なし》唾である。《蝕》と《綱》はこの鯛レこあ

り、123回ど116回になっている。また、グル』ブの働ら

ぎふけを拾ってみると、やはり《ボール》恭‘番少な

く、《玩具なし》がもっとも多くならている。1

　この結果とさきあ遊びの形態およびグルーブ群成人数

とは」致しない。《玩具なし》は、働らきかけの向数多

く、相手二人以上べの働らきかけも回数が多いめ監、ドおし

ゃべり他が多ぐグル轟プ構成の形まで及んでいないどい

える。《ボール》《積木》《綱》は、働らきかけの回数

とグルーブのまとま・りがほぽ一致している。たとえぱゼ

《ボール》のばあい働らきかけの回数が目立って少な

そ、〕．あそびの協同形態やグル白ブ構成人数がこれま た地

の課題よ りr番低い点で』致がみられる。

」 2）　編成タンバーによる要素 r’r一

” 鉛組の編成組別にあそびの形態をみたのが第6裏であ

る。No．3、5、』 8、191の組はグル←プと』してまとまづ

て遊んでいるが、・、、6経い7組はふざゆた、ワ 、 おしゃ僕り

などが多ぐ、 ．グルーブとしてのま，とまりが少ない。 蚤Q

マ
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日本総合愛育研究所紀要’　『第一5集．

第6表』・編成組別によるあそびの形態 ’く（％）＝緊

傍観 』孤立
　　　　　　げ他
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　　　．”1」一 ．　　　　　　　‘

編購緯別の華は、各区》ノ；一のうがセ，）にまる もの、で声

為。 そ・して・・集団の形購に影響を球屡すの犠ン矛マづr
ひ、彰りひと竣のちがいよりも、オ．×イ、rの矛ζもたちこ5

人ゆ人間関係に輿るところが大き野轟とがぜっぎ㊨績果

琴よって明らかである6玲粗のメ》容r編購西 う．ち、ヌ

緯ぐ q緯嫉、男子5、名で昂り・、二そ㊨うち⇒名はどちらg

組㌍も編入、ξれていて、 10粗りうちでも？ヶも以かよ2

な；ρの緯であるる．．したがって同、じ鎮自のグを層之形虞

那できるかとめうぐいN俳7 曝病！ノヒブ形成り悪し ・方の

代棄であり、、r方、。9組はのぞま ．レいグノヒ〔ブ形成の代

表と、まったくちがった方向呼発展してし》るび残旦ゆメ

マ丼r匿本Qちが恥が、それぞれり舞㊨人閻関俸奪マ変

し電ま圏た、 く性格⑫こ となる塔ル［ブ形成にしていうの

で姦るo 二一
7、 ．1

㍗　　・
、『 ．・ ：

　・』・．二』

13） 1 4ルrブ形成過穆頒的分析 ニレ
．

、、a． ポ、特ル．』．⑩組Qうち、』《歩7！欲》⑫課題場面

で秘クレレヤ 、ブ形成のもっともタめ組ζ悪い翠を墳壁．㎏て

みるとつぎ④よう乏こなうσ 　　　 ・因

　、、：纏成組1、傍観　狐立、 ふざけ他・平行．一協同、

QNα亀∴5，．．5 ．3 』’4、λ33∫．

　　輝⑫
』∫，マ： 0

3じ：些2 麓・黛，、

・』No，2入の組は、叉ボ7ルを持ウた3人がそれぞれ抱えこ

んでおりべ持づていない子に「ヵ 営テアゲヨウカ」とか

らかうて相手の頭の上にのっけたり、ぶつけたりしては

逃げていく。 ボールをも．っているのは男の子3人、 ・女の

子2 人はボ曝ルにさわることもでぎないσ、：ポールを持っ

ている子もボールであそぶよ、り持ち歩いている方．が多

い。女の子のひとりは実験者をチラ之みながら・「ボrル

モウ1個ス螺バイ、イZ辱」とつぶやくが、 相手に直接借

りようと積極的な働らきかけはしていない。、ε．ξ彦　い

1…

O．3・＝の組ほ、；、はじめボ■＝Pのと』りあ恥があ り、』・①の

子が「ヒトザチヤソノ 、ぼ’ズルイ白A」’どいっ《ボ乱＝ルの

なげあいに発展しでいる。二人づつ組になうたり“平行

的にま；ウづきをしたりVまたとりあったりrしながら1・8

分目に‘「①の子が皆に苧サシカ属ヤ白ウ」 と働ら き・か

け、r’＄個のポーンレを、㌃5人いり乱れて、．「蹴る、・投げる沓

追う、ころがすど全員が3分間続けてあそんでいる。

　b　綱　1諜題《綱》は｛あそび形態からみて、・Nσ．

6カ！もっともまとまり悪く、No．81がも｛・う』と もよレ、。・㌧l

　　l『・編成組　・ト傍観》 孤立　ふざけ他、’」＝平行・協同

　・』○』ひ NO，8・・r1．ユ1 3．　．0 1、0 』♪46

　・．〉C『、．Nb．6 』3「二”2　　 28』 』1’
2」、、5 、

　Uo，8の組は、③の子がおもにリ」ドをとり、全員ひ

っぱ1りらこには、じ、まらて、③が・「ヘビダー」と綱をふる

とそれを他の子が老んであそんでいる己1またひっぱ、り与

こになり、そのうぢ他の子がひきづられて「先生、タス

ケテ←」：と叫んだりする6・ さらにひと1りの子を綱で まき

づけでしま う。 「デッ．カイ魚」 とひづぱると f神サマ、

逃ゲノ瞳ウ尋シテ下サイ」など、はじめは遊びら しいが、

次第に乱れてまとまりがなくなづてしまう。．③が自分勝

手にあそびをひきまわしているら．Nα8”は“数では協同

あそびは多いがbむしろNo，1’やNα3・の方がs なわ ど

びをしたり 、2派に分かれてつなひきをしたり｛．二部分的

にではあるが組織的あそびがみられる。ll 1訊 宇’ご一ぐこζ二

　Nq6は、①が「電車ゴジュ」・というと｛く③がfソソ

ナノヤソナィ」と拒否するあ②が瀬ス壊ロヤ・Rウお、身コ

モッテ、ひろゆきダメヨ」。』、r，④が 「砥ヘビ」之綱をゆす

る。①ぱ1「ムズ均平イヨ」と之ぽうと： してとべな財・で怒

る6①綱をもiうた劇ま、でたらめにかけまわるh②巨ひろ

ゆざヤメ輝ヨ」④「ヤメタ♪！ 」・と 怒るる』，①⑤かけまわ盗

④F牙ットモアソベナィ…墨、・先生尋イ践テ償吻カラナ」．

①と②はとっく、みあ殊④と⑤は旦ば復力、になる。 ④が

おこって「帰乳チ璽ウ カヲネ」とい、うと 直⑤が∫時間ク

ルマデ（実験がすむ時間ンダメダ鴫ソ」・と、、南そ蛮年装

展していかない・ 鱗僻ぐ灸傑わすと㍉鱗堕
ダイ、ソソナアソビ、 rオ』 ナダッテドベナイ1ヨゴ乏おこ！

っている。ひと りの提案が相手に拒否され、それぞれ自1

邑のあそぴを主張しで・けんかのまま10分終亨。融

　c　l 積木　　《積木》のばあいほ、態0．4と愈0．サが、：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドドも遊び9まとまりで最上と最下位で塑る・一1』l　l

　　郷組臓孤立あざけ他平衝脚l
　　Q－Nα4　6　0　　0　り　50，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　、：ろ．ン：

　　吝． Nα7　0　2　 』84匙．マ128 l

　Nα峯は、①②③ξ④⑤の二細；分かれ｛そ粘ぐ塾協同i

して積木で積んでいく。だんだん①②③gつく、．？なもの：

猷き館る・3允目に入るとお互い1こ鰍をつか嚇
たしでしまう。①②⑤が走っていらては④⑥めグルーブ

一』 64♪一



星他＝子どもの集団構成におよぼす玩具の役割

の積んである積木をとってくる。こんどは④がとりかえ

しに刃 ・くQ③「ダメダヨ」とおこる◇④「ともチャソ，

継ウ・プグルカ糠木を）」・②rアリガタイネ」とい

うことで、 4分弓犠ら5人全員が協力して積んでいく。

①がリーダー格でr階段作・ウ」、「上昌三角ノ積木オイ

テJなど発言す1る。①fコレドウシヨウカ』⑤「オ庭ニ

スレバ」 など相談しな力努進められ、終了まで7分間に

積木全部を？かって主階建φ家ができあがる6

顛α7はゾはじめ・、 5人榊とりひとり琳をはじめ
る。②と④は、 ③の桜み靖をまねしている。③ボ他の子

嚇木を寺わして歩くρ餌琳即つてr寿一」と

足をすべらせて歩きまわる。皆積むφをやめてスキーの

まねする。二③・と⑥ブロ レスをはじめ、・L①と④②は1：2で

けんかに嵐③測．一ダ酪で柔遼なっ畑、ブ・
　　　　　＼　　　　　　』・ 一・、．

レスになったり＼つかみあいのけんかになったりする。
　　　　　　　＼　　　　　　　　　　一

．一．一；

積木の上をかまわず踏んでデがけまわっては、 とっくみ

あいで終始する。

　d　玩具なし　　《玩具なし》のばあいは、集団の散

逸するグルーブと、集団のまとまるグルーブにはっきり

二分される。ここでは典型的なものとして、Nq．5組と

No．1組を比較してみる。

　　　 編成組 　傍観 孤立 ㌧ふざけ他 』平行 協同・

　　O　No．・51 1』 ．5 ・・
4 　0　40

　’、×”　NO，1「1r7． 1・61、1r’15　　 14　、8

！No．5 の組は、 1①と②がチャンバラごっこ、④⑤⑥三

人がおみこしごろこであそぶ。①と②そのうちけんがに

なる。5分目に入り、②が皆にはたらきかけてギ全員で

♪小豆マンマ煮イタッタτ…・・．♪と集団の唄あそびをはじ

める。つかまづたものを鬼にして最後まであそびつづけ
る。、 べ　　一・r

No．エ の組では、”②≧④∫ ．①ぐ⑤がそれぞれおしゃべ

りしている。何となく歩きまわ？て曳・たり するが、1・その

うち・四つんばいになって歩く。床の上をごろごろ寝こ

ろんで移動する。①と⑤、“ついで㊨と⑤、①と③のとっ

くみあいのけんかがあり、、その後歩いた・り 、ふざけて走

りまわったり、全員所在なさそうにバラバラのまま10分

間を終6ている。

　以上でみると、玩具によって集団の形成がそれぞれ特

性をもっていることがわかる。1 てこれについては、あと

の考察にゆずることにする）。1r方、り一ダーの役割りや

妨害者の存在が集団形成を変えていくことも明らかであ

るひつぎに、り一ダー と妨害者について検討してみよう。

　4，　リーダーの役割：

　グルーヅの形成がうまく．いKには、リーダーの存在が

大きい意味を持っている5そしてり一ダーと他の子との

人間関係、 リーダーの性格皆よって、その存在の意義も

ことなってくる。前項のグルーブの形成過程の分析を叙

述したケらスでみてもわかるように、 隔グル門ヅ形成がう

まぐいもりあがっているのはリ」ダ←的子どむの働らき

かげが中軸となづている。 《積木》Nd．4・のリ‘ダーの

ように相手の子どもたちに相談した1り』rして、各員の役割

を尊重しているばあい、もっとものぞましい グル“プ
形態をつくうてし～るといえる。《綱》No．8、のリ苧挙一

は、 自分中心に強引にり［ドをとるので、何となぐひ

きずられている子がいたり、1集団からはみだしてしまう

子があり、～グルーブも、一 あそびも、まとまりがみられな

い。 また《綱》No．6のり篇ダーは、はっきり定まちず、

それぞれが自己主張して協力体制がくめないでいるよ ：な

お、r《積木》No，14の，リ門ダ臼が｛ 《積木》以外の課題

ではリ㌘ダーの役割をとれず、 《ボ←ル》《綱》のぱあ

いはまづた、く相手タの働らきかけがなく’ぢ他の子に，リー

ドされている。《玩具なし》の場面では・、．3回ほど他の

子に働らきかけをしているが相手が応じていない。リー

ダーは、人間関係だけでなく、玩具によっても規制され

て硲 くと騨える。

　5乙　けんか、妨害者

　集団形成に否定的要因となっているのは、けんがと妨

審者である。けんかを課題別、個人別に集計すると、第

7表になる5全突験中びお・入めぢち半数以上4）13入が

何らかの形でけんかをじ七いる乙二とぐに4名ゐ男φ手は

1σ回以上におよんでいる♂課題別にみると、けんがの

回数は、「 《玩臭なむ｝が庄幽的に多ぐ貯鳳 つぎ《ボ」

ル》8回、・《綱》6回、 《穣木》4回め順1こなちでおり

第7表　け亭かり回数
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旧本総合愛育研究所紀要：1　r第5集、

《餅》は《玩勘し》叶とけんかカミ少なく齢ひ

るQ11＝1 ”　 ン’い

集団を妨害するも、のをみるとゼけんかがとくに多い4

名のものに、妨害的行動が多くみられる。1つまり、 集団

妨害の行動は、相手メ、■バーが無視して応じない揚合

にギそのまま妨害的行動と．して残り、一妨害をうけた相手

が反撃に出れば「けんか」になってヤ ・るといえる6・

　第2図は、翅ループ形成への玩具の規定性を開らがに

するため、これまで、のべてきた結果の主なものを図示し

たものである。 対照場面どしてとりあげた《玩具な’し》

のばあいを基準として＜100）、他の課題の場合を・示し

た。，グノピーブのまとまりは、傍観どおむやべりやふざけ

を除いたものをとりあげた。’グルーブの継続は、形成さ

れたグル←ブの平均継続時間である。衷だちぺの働らき

かけは・個人観察に現われた友だちぺの働らきかけの各

個人の平均頻数である。けんかは、実験中観察されたけ

んかの回数を示．した。

一第2図・グルーブ形成の玩具別の比較－
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　腿七の結果か1ら、 子ども．の集団形成嬉場具がどのよう

な役割盈果』りているかを考察する。、．

　1）　《ボ［々》は・ 形成された4ルゼブの継続時間が

他の玩具や場県のないと きと比秦ても？≧尚短奄いφつ

まワ、 玩県自体に動きの昂うザ「些o特悔に劣グて、グ

ノレーブの獅がもっともはげしく勤 ズ蝸とい縛乳、

　また、平行あそびが多く、グル昌ゾ構成メンバ」が殆

んど 2人に限られていることもi， 他の玩具および玩具な

しの場合と畢なる特性といえ番。子どもたちの働う鳶iか

けも、もっξも少ない。けんかは、玩具のない麟多豆よ

りはずっと少ないが、他の綱や積木よりも多い。．シ、

　3個のボールはまず、すばやく3人の子にとられでし

まい、2人の子がとり残される。手放すと他の子にどら

れるので、並んでポールをついたり、天井にぶつけたり

の平行あそぴになる。子ども同志の力関係で、けんがが

多くなるか、あきらめて傍観が多くなるかに分か犠淀払

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　け　　ゴくゐは、うなずけることである。これらは、玩具φ数の

問題も含まれると思う。たと零ば5人に対して1寧歪あ

ったら別のグループ形成ができるだろうし、5人に5 個
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　！　　、
であれば、これまた異なった形となるだろう。

　ボールを3個とし摩のは、つぎの理由にある。．老や「

ブ形成への玩具の影響を配慮したことは、五方法（2）実験

　　㌧察・　　　　　 r』” こ’・諏∫

　　　　　　　　　　　　　　　　　1i1
』』11 』i． γ

材料の選択で触れた。5人に5個以上与えれば集団の発

展は予測されないし、保育所や幼稚園で子どもひとりに

1個づつボールを用意していない現状にもあわせて数を

へらした。，また5人グルーブにボrルL個では、ど綱L本

と似かよった条件になるので、 これを避けて5人に3個

の条件と、したのである。 　 　一’り ’F，

　2）・《綱》は｛14 触5人の人数の多いグルrブ形成が

他の課題に比べてもっとも多い。・協同あそびも一番多く・

なっている。しかし《積木》と比較すると、グルーブの

平均継続時間は、《積木》が5分48秒であるのにい《綱》

はき 分35秒と、2分以上も短かい。あそびのまとまりか

らみても、r相手への働らきがけからみても《穣木》より

劣らている。 これは、 《綱》が連鎖的に子ども めグルム

ブをつくっていく・がslr集団の質は、たかめられていない

ごどを明らかにしている51　 』　｝

　3）　《床上積木》は、傍観やふざけなどの遊びに入ぢ

ない子は少なく‘グル」プの継続時間もながい5グルー

ブの構成人数は2人・3人が多く・レ互いに働らきかけの

ある緊密なグールプである。 そして徐々に5人グル←ブ

ヘと発展していくのが特微的である5他の課題と比較し

て、《床上積木》は、もづともグルー・ブの質がたかく、

グルーブ形成のもりあがりがみられたσ く一i」　．b

　 4＞ 《玩具なし》では、ふざけたり～おしゃべりしたり

が多 く｛相手への働きかけは多いのに、グル←ブ形成は

甲26β 一



星他：子どもの集団構成におよぱす玩具の役割

もっとも少ない。グルー プの構成人数が散逸しているの

も特徴的である。舛庖力）が馬倒的鱒多く 、！グルーブにま

とまりがみられない。しかし、創意あるリーダーがある

ときは協同あそびに発展している。

　5）　リ■ダーの役割をとれる子がいると・グループ形

成はうまくおごなわれる。リーダーは、編成メソバーが

ことなると当然ながら入れ替っている。しかし・同じ子

が同じ編成メ ソバ‘でも、課題によってリーダーになろ

たり、なれなかったりしている。課題によって得手・不

得手があるからである5「 なわち1玩具のちがいは、子

どもの人問関係やり一ダーをも変えていく。1

、2，

　さて、保育のなかで子どもφ友だち関係を発展させて

いくために、玩具をどのよう比活用していったらよ いだ1

ろうか。本研究の結果からつぎのようなことがいえる。

　1）　集団生活になじめない子・協同あそびが上手にで

きない年令の低い子どもたちには、連鎖的に子ども同志1

のつながりをさそい出す《綱》のような玩具を利用でき

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　θ

　2） 集団の質を高める一づまり、子どもたちが自分

の役割を自覚して協力する集団べ導いていくのに《床上

積木》はよい玩具といえる。

　3） 固定しヂち々子どもりながま関係に、新しい集団

づくりの刺激として、《ボール》のように、玩具自体に

動きのあるものが有効的である。

　4）玩具の数が少ないときには、適当な指導をしない

と一部の子が独占してしまう。5才児では・《ボール》

などを自発的に3～4人で投げとりをすることができな

い0

　5）玩具4〉ないばあいは｛子どものなかにり」 ドでき

るものがいなければ遊びは発展しない。保育者の指導が

必要である。ド

　6ンr数多ぐ玩其を扇意すれぱ、当然のことながら集団

に入いれない子も、＝びどりあそびはすることができる。

《床上積木》のばあいは、他の玩具のとき傍観していた

㌧子もよく遊ぶrことカ｛できた。一

　7）子どものリ∈ダーと追従者の関係を、玩具の穐類

を変えることによっ七、 新しい関係に組み替えることが

できる。

　以上、限られた玩具からではあるが、玩県のもつ特性

が子どもの集団構成に影響を与えることが明らかとなっ

た。 子ども の集団生活をのぱしでいくために1玩具の選

択に配慮しマ積極的に活用することがのぞまれる。
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:, The Role ,b~ th~ Toy~ tha~ affect ;he Grbu~ing. O.~ dhildren ' t : 

De, p.t. 8j . M,i~h,i.k.o H,p~hi == , 

Reik.d Y. ukavya 

i ~ 
The purpose of this study is to investigate the role of the toys that ~Lffec~ the_ gro~lp.ing , pf. , 

ehildren a~ a ~;tu,dy on nprsery: ~echniq, r~e. , : ' i ~ , - = 
' 1; I I~~cpeFiment was made inone~nu~sery room (30n,:2) ~Yring the.='pepiod fyom April to ~f~P~elx~ber, 

1968, using 25 children of 5 years old ~~tendin,g. nursery school l~L Tokyo = City. Three, ~alls;, a 5 

{ ,r~et~r vinyl rope, one s$t. of :bl4ildin~~ ~lcpks were used for experimental materials. 

,~ ~ Te~_ gro~Ps were indiscrimin~tely,,~omp0~ed of 5 children, and each greupi'was experimented 4 

ti~nes :. ~.~withQut any ~oy~>>,, ,<<v;eh bylls.>>, <<with a rope>>., ~n.d :<<with.= blo.eks>>, ･ A nung~er plat~ 

R-C was attached on the sho,.plder.~oi- eac.h =subject right after Ja~ en~er~c the~ experiplent~l roo~~. 

=W,ai~;rg ipr ,sqme ~nip~rtes w'tile: the =subjects are mindj~g the nuTnber:plates (fi,:st::timqT'~ ~minutes. 

from･next t.ime-3L,~l. n.ut~~), ,th~ experime.nter, taking_ Qu, ~he:toy~, pljrects, Lthe c~ildren , to, play ~s 

they like. Ten minutes were spent for eaeh experiment.*Of :2 e~pe~i~l~nter,S, one kept･ o.n obyerying 
?4e child, and th~ ~)ther !ec0~~ing ~~ every: 60 seconds the. rel~ti,o_ns bctwee!~*the g~oupln~= an~ Ithe= 

toys,: an.~ I~ach chjld*s p*ositipn.,as=:~xe mov~d aipout. s i: 
,, ;.The results pf the~e. e:~pe= ,ri.m,en.ts vyere studied fro~n ~he_ fo~lwlng <7 po~nts o~ ,view.=: = l). ~P,laylng.. 

forn~i.2), ;num~el of c, hildre, ~::j,9ip~n=g t~e play+ ~) duration- of the grouping,: 4) ~cpi,~gLon jphe; .pphe!, ,= 

children, 5) role of the leader in a group, 6) appearance of disturber, and 7) quarreling. 

In the play <<with balls>>･ change of playmate is remarkable, and many remain by-standers. A 
greup of 2 children predominates. In the play <<with a rope>>, the most ehildren play in coneert, 

but duratien is shorter than playing with blocks. In the play <<with blocks>>, the least children 

remain by-standers and quarrel lea$t, grouping develaps and duratien i$ the longest. In the play 

<<without any toys>>, the inost children act on others, disturb the group, quarrel and go on playing 

rambling. Only the group with a child assuming leadership can play in union. 

We may conclude from these results : l) for the children who can't easily join a group, a toy 

like <<a rope>> is available because it enables a child to join a group forming a conneeting link 

between a group and a child, 2) <<blocks>> are sultable for develeping ,the quality of a group as 

children can construct a large thing in concert, 3) to stimulate the children who tend to remain 

stationary into forming a new group, a toy like ~a ball~ is desirable as it itself is movable. When 

children play <<without any toys>> or with a few toys, some children tend to boss the group if a 

teacher deesn't help the group. 

It has become clear by this study that grouping of children is largely affected by the special 

quality of a tey. For more effective children"s group life, it is desirable to make the most use of 

the toys taking the special quality of each toy into consideration. 
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